
はじめての運動会

９月11日（日）、蓬田保育園が村総合運

動場で、民営化になって初めての運動会を

行いました。

この日はとても天気が良く、園児達は父

兄が見守る中、一生懸命がんばっていまし

た。

TOPICS

指定管理者制度の導入について…Ｐ２～３

むらのできごとあれこれ…………Ｐ４～５

健康情報便………………………………Ｐ６

児童川柳…………………………………Ｐ７

お知らせ情報局……………………Ｐ８～９

平成17年 No.354
よもぎた広
報

1

0



公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
制
度
が
か
わ
り
ま
し
た

指
定

管
理

者
制
度
の
導
入

に
つ

い
て

蓬
田
村
は
、
村
民
の
福
祉
を

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
体

育
施
設
や
文
化
施
設
、
観
光
施

設
、
産
業
施
設
な
ど
、
様
々
な

公
の
施
設
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
施
設
は
従
来
、
村

の
直
接
管
理
あ
る
い
は
村
が
出

資
す
る
法
人
や
公
共
的
団
体
等

へ
の
管
理
委
託
（
管
理
委
託
制

度
）
に
よ
っ
て
管
理
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
十
五
年
六
月
の

地
方
自
治
法
の
改
正
（
同
年
九

月
施
行
）
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
制
度
で
あ
る
「
管
理
委
託

制
度
」
が
廃
止
さ
れ
、
代
わ
っ

て
民
間
事
業
者
等
も
施
設
の
管

理
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る

指定管理者制度に移行するには、概ね下記のような

手続きを経ることになります。

「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
従
来

の
自
治
体
の
出
資
法
人
や
公
共

的
団
体
等
に
加
え
、
民
間
事
業

者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
公
の
施
設

の
管
理
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
団
体

が
有
す
る
専
門
的
な
手
法
や
発

想
が
管
理
に
活
か
さ
れ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
節

減
、
管
理
運
営
の
効
率
化
が
図

ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
蓬
田
村
に
お
い
て
も
本
制
度

の
目
的
を
踏
ま
え
、
平
成
十
八

年
四
月
一
日
か
ら
の
導
入
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

手続 きの流 れ 内　　　　　　　　 容

１　 公 の施 設の 管

理実態の調査

・村 の公の施設の管 理実態を調 査し、今後の管理形態 に

つい て制度導入す る施設と直営 管理する施設の 分類 を

し ます。

２　 制 度導 入の 方

針 決定

・施設毎 に施設の性格、 機能、設 置目的などを考慮し、

施設 の今後のあ りかたを検討し た上 で、管理の基準、

業務の 範囲、指定期 間、募集や 選定方法、スケ ジュ ー

ルな どについ て、村の基本方針 を決定しますo

・蓬田村 では「指定管 理者制度導入 に係る指針」を平成

17年３ 月25日に策定し、 スケジュ ールに基づいた作業

を進めてい ます。

３　手 続条 例の 制

定 、 施設 の設

置条例の改正

(９月議会)

・指定の手 続きに関する条 例を定める とともに、指定管

理者制度を導入す る施設の設置条例 を改正 します。

・蓬田村では、 ９月 議会で議決さ れてい ます。

４　 指定 管理 者の

募 集 ・説 明会

の開催

・指 定管理 者 の募集 は、 １か 月程 度の 募集期 間を 設定

し、役場前 の掲示 場に掲示し たり、その 他の方法でお

知らせします。

・施設の性格や 機能によって、 公募に よらず、 特定の団

体 を指定管理 者の候補者 とする場合があ ります。制度

には公募と非公募があ ります。

５　 申請 の受付 ・

聞き取り調査

・指 定管理者の指 定を受け よう とする場合は、募 集要項

に定める申請書や 関係書類 を村 に提出し ます。 担当課

による聞き取り調査があ ります。

６　 指 定管 理 者の

選定

・ 指定 管理 者の 選定 にあ たっ ては、 選定 委員 会を設 置

し、 施設管理の公平 性、効果性、 効率性、安全 性につ

いて総合 的に審査し、 最も適当 と認められる団 体を指

定管理 者の候補者として 選定します。

・蓬田村 では、助役、 課長級で構成 する選定委員 会を設

置し ます。

７　指 定の議決

(12月中旬予 定)

・指定管 理者の指定 にあ たっては、 議会の議決が必 要に

なり ます。 選定委員 会で選定さ れた候補者につい て、

議会の議 決を求めます。

(議決事項 ：公の施設の 名称、指定管 理者となる団体 の

名称、指定 期間)

・議決後に、役場 前に告示し公表し ます。

・指定管理者 となる団体には指定 の通知 をします。

８　協定 の締 結 ・村と指定管 理者が協議し 、施設の管 理に関する協定を

締結し ます。 （管理に 係る業務内容、 村が支払う指定

管理料、個人情 報の取 扱等）

・協定書には、基 本協 定書と年度協定書があ ります。

９　 指定 管理 者に

よる管理 開始

(平成18 年４月１日)

・指定管理者 には事業 報告書の提出義務があ ります。

・村の指示に 従わない場合や 、施設の適正 な管理に著し

い 支障が生 じる恐れがあ る場合は、業 務停止又 は指定

の取消をする場合があ ります。

質
問
コ

ー
ナ
ー

Ａ
　
指
定
管
理
者
が
行
う
業

務
の
範
囲
や
実
際
に
管
理
す

る
う
え
で
の
基
準
に
つ
い
て

は
村
の
条
例
に
定
め
ま
す
の

で
指
定
管
理
者
は
そ
れ
に
従

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利
用
料
金
に
つ
い
て
も
、

条
例
で
定
め
る
範
囲
内
で

指
定
管
理
者
が
決
め
、
村
長

が
承
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。地
方
自
治
法
で
、
利
用
者

に
不
平
等
な
取
扱
い
を
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
違
反
す
る
よ
う
な
場

合
は
、
指
定
を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
管
理
の
最

終
的
な
責
任
は
村
が
負
う
こ

と
に
な
り
、
民
間
事
業
者
が

管
理
す
る
場
合
で
も
基
本
的

な
こ
と
は
村
が
決
定
し
ま
す

の
で
、
適
正
な
管
理
は
確
保

さ
れ
ま
す
。

指定管理者制度の導入について　２

■指定管理者による管理開始までの流れ

Ｑ
指
定
管
理
者
制
度
に
期

待
さ
れ
る
効
果
は
何
で
す

か
・
・

Ａ
　
民
間
事
業
者
が
専
門
的

な
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
管
理
経
費
の
節
減
が

Ｑ
公
の
施
設
の
管
理
を
民
間

に
任
せ
て
大
丈
夫
な
の
・
・



■管理委託制度（改正前）と指定管理者制度（改正後）の違い

項　　　　 目 管理委託制度

管理主体 ・地方公共団体の出資法人のうち一定の要件

を満たすもの（１／２以上出資等）

・公共団体（土地改良区等）

・公共的団体（農協、商工会、生協、自治会

等）

り目手方を条例等に定めます。

権限と業務の範囲 ・施設の設置者である自治体との契約に基づ

き、具体的な管理の事務又は業務を行いま

す。

・施設の管理権限及び責任は、施設の設置者

である自治体が引き続き有し、施設の使用

許可権限は委託できません。

条例で規定する内容 ・委託の条件、相手方等を規定

利用料金制度 ・条例で定めることにより利用料金制度がと

れます。

契約の形態

(村 と管理者との関

係)

・「委託契約」という法律、条例に根拠を持

つ、公法上の契約関係

ふれあいセンター「よもぎ温泉」

指定管理者制度の導入について

指定管理者制度

・指定管理者の対象となる団体、法人等は民

間事業者を含む幅広い団体（法人格は必ず

しも必要ない。個人を除Ｏ です。（例え

ば、自治体の出資法人、社会福祉法人、医

療法人、民間事業者、ＮＰＯ法人、P  F  I

事業、自治会、任意団体等）

・議会の議決を経て指定します。

・施設の管理に関する権限を指定管理者に委

任して行わせるものであり、指定管理者が

施設の使用許可を行うことができます。

・設置者である自治体は、管理権限の行使は

行わずに、設置者としての責任を果たす立

場から必要に応じて指示を行います。

・指定管理者の指定の手続きを条例に定めま

す。

・指定管理者が行う管理の基準や業務の具体

的な範囲を規定します。

・利用者からの利用料金を指定管理者の収入

として収受します。

・施設の設置条例に定められた範囲の中で、

自治体の承認を得て、指定管理者が料金を

設定します。

・「指定」という形の行政処分

・指定管理者の指定は、地方自治法上の契約

に該当しないため、入札の対象ではありま

せん。

・管理業務の詳細については、両者協議に

（基本協定書、年度協定書）

物産館「マルシェよもぎた」

図
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
自
治
体
の
経
費
支

出
の
縮
減
が
図
ら
れ
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
自
治
体
の
財

政
負
担
の
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
利
用

者
の
満
足
度
を
上

げ
、
よ
り
多
く
の
利
用
者

を
確
保
し
よ
う
と
す
る
民
間

事
業
者
の
発
想
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
利
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
ま
す
。

使
用
の
許
可
等
を
指
定
管

理
者
が
直
接
行
う
こ
と
に
よ

り
、
事
務
処
理
が
速
く
柔
軟

な
対
応
が
で
き
る
た
め
、
利

用
者
の
利
便
性
が
高
ま
り
ま

す
。
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Ａ
　
指
定
管
理
者
が
行
う
公

の
施
設
の
管
理
と
は
、
施
設

の
設
置
目
的
に
沿
っ
て
行
わ

れ
る
包
括
的
な
管
理
の
こ
と

で
、
清
掃
、
警
備
、
保
守
な

ど
の
個
々
の
業
務
と
は
異
な

り
ま
す
。
清
掃
、
警
備
、
保

守
な
ど
は
、
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
施
設
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
が
直
接

行
う
か
、
あ
る
い
は
指
定
管

理
者
か
ら
他
の
業
者
に
委
託

さ
れ
ま
す
。
村
が
直
接
管
理

す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
村

が
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

Ｑ

公

の

施

設

の

管

理

と

は
・
・



むらのできごとあれこれ

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
下
さ
い

９
月
1
5日

（
木
）
、
長
寿
を

祝
う
敬
老
会
が
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

8
8歳

到

達
者

夫

婦

と

し

て

小
鹿
三
十
郎
・
チ

マ
夫
妻

（
長

科
）
、
川
嶋
勝
男

・
（

ル
夫
妻

（
中
沢
）
、
久
慈
寛
一
　・
ミ
ヱ

夫
妻

（
高
根
）
に
県
知
事
顕
彰

を
伝
達

。
9
5歳
到
達
者
３
名
、

9
0歳
到
達
者
幵一
名

、
8
8歳
1
7名

の
長
寿
を
た
た
え
顕
彰
、
婚
姻

6
0年
健
在
夫
婦
３
組
、
婚
姻
5
0

年
健
在
夫
婦
1
0組
を
顕
彰
し
、

7
7歳
を
迎
え

た
4
4名
に
は
安
全

杖
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ

の
後
、
各
地
区
老
人

ク
ラ

ブ
に
よ

る
芸
能
大
会
発
表

が
あ

り

、
カ
ラ
オ
ケ
や
踊
り
を
披
露

よ
も
ぎ
た
村
民
祭
開
催

９
月
1
8日
（
日
）
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
よ
も
ぎ
た
村
民
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。９
時
か
ら
始
ま
っ
た
村
民
祭
は
、
産
業
部
門
・

文
化
部
門
・
福
祉
健
康
部
門
と
わ
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
鶴

田
町
の
健
康
劇
団
「
鶴
亀
座
」
が
自
殺
予
防
の
劇

を

公

演

し

、

最

後
に
北
野

岸
柳
さ
ん

が
「
ふ
る

さ
と
は
風

の
ま
ち
」

と
題
し
講

演
し
て
下

さ
い
ま
し

た
。

じらのできごとあれこれ　4

し
、
最
後
に
は
蓬
田
保
育
園
児

が
鼓
笛
や
踊
り
を
披
露
し
て
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。



９月４日（日）、青森市を会場

に第13回青森県民駅伝大会が開催さ

れ、村からは27名の選手団で大会に

臨みました。市町村合併により67市

町村から47市町村に、村の部は25村

から11村になりました。結果は、村

の部７位、総合で42位でした。

また、６区を走った小猿隼也選手

（郷沢）が、村の部で区間賞、総合

で５位と大健闘しました。

小猿選手には、大会本部から記念

の楯が贈られました。

善戦！第13 回県民駅伝大会

９月25日（日）、玉松海水浴場前

で、マスコット配布が行われまし

た。

村交通安全母の会など関係者が集

まり、「安全運転よろしくお願いし

ます。」と声をかけドライバー一人

一人にマスコットを配り、安全運転

を呼びかけました。

受賞おめでとうございます

むらのできごとあれこれ

10年間、保険医を代表する委員を

務め保健事業の健全運営に積極的に

取り組み、平成11年からは国保税収

納率向上対策検討委員として村納税

貯蓄組合と連携し、国保税の収納率

向上に尽力され、他の模範であると

して、青森県国民健康保険団体連合

会より大沢敏夫さん（郷沢）が顕彰

されました。

交通安全よろしくお願いします
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７
月
に
行
っ
た
住
民
健
診
の
結
果
は
既
に

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
い
た
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
結
果
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
後
あ
な

た
は
い
つ
も
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

健
診
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
現
在
の
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
生
活
習
慣
病
等
な
ど

の
病
気
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
、
も
う
ひ
と

つ
は
、
健
診
結
果
を
参
考
に
生
活
を
改
善
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
結
果

の
数
値
等
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
そ
の
後
健
診
結
果
を
自
分
の
生
活
改
善

に
生
か
し
て
い
る
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
よ

う
で
す
。

健
診
結
果
は
あ
な
た
の
か
ら
だ
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
健
診
は
受
け
っ
ぱ
な
し

で
は
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
が
見

つ
か
っ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
異
常
な
し
と
い

わ
れ
た
方
も
、
自
分
の
生
活
を
振
り
返
り
、

自
分
に
あ
っ
た
食
事
や
運
動
、
休
養
を
う
ま

く
と
り
い
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

住民健診を受けた皆さんへ

今
年
度
の
受
診
結
果
、
精
密
検
査
が
必
要

な
方
に
対
し
て
、
村
で
は
精
密
検
査
1
0
0
％
受

診
を
め
ざ
し
結
果
通
知
書
と
一
緒
に
各
種
が

ん
検
診
や
基
本
健
診
・
骨
粗
霧
症
検
診
な
ど

の
精
密
検
査
受
診
結
果
報
告
書
を
同
封
し
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は

早
め
に
受
診
し
て
、
結
果
が
ど
う
で
あ
っ
た

か
を
住
民
生
活
課
ま
で
届
け
て
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
既
に
受
診
し
た
方

で
ま
だ
結
果
報
告
し
て
い
な
い
方
は
電
話
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
連
絡
下
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

6健康情報便

健
診
結
果
は
か
ら
だ
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

精
密
検
査
は
必
ず
受
け
ま
し
よ
う

・
運
動
や
旅
行
に
で
か
け
た
り
趣
味
に
打

ち
込
む

・
睡
眠
や
休
養
を
充
分
と
る

・
笑
顔
を
忘
れ
ず
に

・
悩
み
事
は
誰
か
に
相
談
す
る

○
た
と
え
ば
こ
ん
な
方
法
で

ス
ト
レ
ス
を
予
防

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
う
ま
く
対
処

で
き
な
く
な
る
と
、
気
持
ち

が
沈
ん
だ

り
か
ら
だ
の
不
調
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
状
態
が
長
く
続
い
た
り
、

疲
労
回
復
の
機
会
を
得
ら
れ
ず
に
い
る

と
、
う
つ
病
や
神
経
症
な
ど
の
心
の
病

気
を
引
き
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
と
に
か
く
「
休

む
」
こ
と
。
十
分
な
休
養
に
よ
っ
て
肉

体
の
疲
労
を
無
く
し
こ
こ

ろ
の
や
る
気

を
高
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
分
に

あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
る

事
も
大
切
で
す
。

心
の
健
康
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ス
①

ス
ト
し
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に

し
ま
し
よ
う



おかじょうき

川柳社

選 評

天位　な んとさ わやかな句だ

ろ う。目 的に向 かって一生

懸命努力 して、そ れで失敗

し てもい いじゃない かと教

えてく れる。こ れぞ 人間だ

よ ね。健く んがんばれ！「人

間」という 言葉を 遣わない

で良くこ らえました ね。

地 位　 ト マト は緑 色 から だ

んだん赤く なっ て、 最後は

く さって いく。そ れをたっ

た５音の 「とまとい ろ」で

表現してし まったも もかさ

ん、すごい なあ。こう いう

のを川柳的 表現ていう の か

も 知れませんね。

人 位　 人 間じ ゃな い と夏 に

スイカを 割るなんてこ とは

し ない。当 たり前 だが、そ

の当 たり 前 に 気 がつ い て

堂々と書い てしまう勇 気に

大きな 拍手を 贈ります。

☆
地
位
　
に
ん
げ
ん
の
か
ら
だ
の
な
か
は
と
ま
と
い
ろ
　
　
　
　
１
年
　
木
　
戸
　
桃
　
華

☆
人
位
　
に
ん
げ
ん
は
な
つ
に
ス
イ
カ
を
わ
っ
て
い
る
　
　
　
　
２
年
　
坂
　
本
　
伸
　
二

●
五
客
　
ひ
よ
こ
に
ん
げ
ん
か
げ
の
に
ん
げ
ん
う
み
の
に
ん
げ
ん
３
年
　
久
　
慈
　
遥
　
桂

お
か
あ
さ
ん
ぼ
く
に
に
て
い
る
に
ん
げ
ん
だ
　
　
　
　
１
年
　
青
　
木
　
駿
　
人

に
ん
げ
ん
は
か
な
ら
ず
こ
ろ
ん
だ
り
す
る
　
　
　
　
　
３
年
　
佐
　
藤
　
　
　
匠

な
ぜ
ひ
と
が
い
っ
ぱ
い
こ
と
ば
を
し
ゃ
べ
る
ん
だ
　
　
６
年
　
久
　
慈
　
円
　
佳

こ
の
体
サ
ル
か
ら
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
　
　
　
　
　

６
年
　
八
　
戸
　
早
　
織

●
佳
作
　
に
ん
げ
ん
は
こ
わ
い
と
き
だ
け
つ
の
が
で
る
　
　
　
　
２
年
　
小
　
鹿
　
玲
　
菜

に
ん
げ
ん
は
と
う
と
う
た
び
を
は
じ
め
る
よ
　
　
　
　
２
年
　
加
　
藤
　
美
　
望

に
ん
げ
ん
は
お
そ
ら
と
は
し
の
こ
ど
も
だ
よ
　
　
　
　
３
年
　
吉
　
田
　
智
　
晃

み
ん
な
の
ね
い
の
ち
の
い
ろ
は
に
じ
い
ろ
よ
　
　
　
　
２
年
　
吉
　
田
　
小
　
夏

わ
た
し
た
ち
し
ら
な
い
う
ち
に
の
び
て
ゆ
く
　
　
　
　
３
年
　
寺
　
田
　
美
　
理

に
ん
げ
ん
は
や
っ
て
は
だ
め
な
こ
と
を
す
る
　
　
　
　
２
年
　
張
　
間
　
悌
　
旦

に
ん
げ
ん
は
に
ん
げ
ん
だ
も
の
ひ
と
は
は
な
　
　
　
　
３
年
　
川
　
崎
　
慎
　
平

に
ん
げ
ん
も
ち
き
ゅ
う
の
中
の
さ
い
ぼ
う
だ
　
　
　
　
３
年
　
小
　
川
　
護
　
央

人
間
は
生
き
る
勇
気
を
も
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
５
年
　
坂
　
本
　
沙
　
織

人
間
は
し
っ
ぱ
い
し
て
も
い
い
ん
だ
よ
　
　
　
　
　
　

４
年
　
木
　
浪
　
麻
里
香

い
つ
ま
で
も
い
き
る
と
い
い
な
さ
い
ご
ま
で
　
　
　
　
４
年
　
横
　
内
　
咲
　
希

に
ん
げ
ん
の
こ
こ
ろ
の
な
か
は
ぴ
っ
か
ぴ
か
　
　
　
　
２
年
　
清
　
水
　
梨
　
央

ミシェールの日記

久しぶりの日記です。夏が終わり、秋が近づいて、だんだん寒く

なってきています。二学期も始まって、去年と同じ行事を行いまし

た。英語の弁論大会に出場した生徒達はとても上手でした。えりこ

さんとけんとくん、入賞おめでとうございます！

遠足は楽しかったです。生徒の皆さんはカメラを持っている私に見られたときに、

逃げたりかくれたりしたけど、いい写真をいっぱい撮りました。皆さん、ありがとう

ございました。

合同音楽大会はすばらしかったです。生徒達はすごくがんばりました。

合唱の歌声はとてもきれいでした。

児童川柳／ミシエ－ルの日記

し

っ
ぱ

い
を

や

り

す
ぎ

だ
け

ど

い

い
き

ぶ

ん

天
位

３
年

小
笠
原
　
　

健

く
ん

児童川柳 ペンシ

ル
題「人　間」

八戸

むさしさん

７
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子
供
に
と
っ
て
、
生
み
の
親

の
温
か
い
愛
情
の
中
で
、
す
こ

や
か
に
育
つ
こ
と
ほ
ど
幸
福
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
実
に
は
親
の
離

婚
や
病
気
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
子

ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
を
、
一

時
的
ま
た
は
継
続
的
に
、
ご
自

分
の
家
庭
に
預
か
り
、
暖
か
い

愛
情
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
子
ど
も
を
育
て
て
い
た
だ
く

の
が
里
親
制
度
で
す
。

里
親
に
は
、
養
育
里
親
、
親

族
里
親
、
短
期
里
親
専
門
里
親

の
４
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
間

は
、
里
親
手
当
、
子
ど
も
の
生

活
費
や
教
育
費
な
ど
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

※
里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
は

児
童
相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
里
親
制
度
や
申
請
の
手
続

き
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

※
里
親
に
な
る
こ
と
を
申
請
さ

れ
ま
す
と
、
児
童
相
談
所
に
お

い
て
生
活
状
況
等
の
調
査
を
行

っ
た
う
え
で
、
青
森
県
社
会
福

祉
審
議
会
の
審
査
を
経
て
、
里

親
と
し
て
認
定
・
登
録
さ
れ
ま

す
。
青
森
県
中
央
児
童
相
談
所

昔
0
1
7
－
７
８
１
－
9
7
4
4

納
付
し
た
匡
民
年
金
保
険
料

は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
税
金
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

平
成
1
7年
分
の
所
得
の
申
告

か
ら
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合

に
、
保
険
料

の
支
払

い
を
証
明

す

る
書

類

の
添

付

が
義

務

づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

｝１１
月

初
旬
に
社
会
保
険
庁
よ
り

「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
　
ス

ガ

キ
）
を
発
行
し
ま
す
。
年
末
調

整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き

の
際
は
必
ず
こ

の
証
明
書
や
領

収
証
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に

保
管
し
て
下

さ
い
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

青
森
社
会
保
険
事
務
所

昔
０
１
７
－

７
３
４
－
7
4
9
0

十
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日

ま
で
の
一
週
間
は
「
秋
の
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。

役
所
の
仕
事
（
例
え

ば
登

記
、
税
金
、
郵
便
、
貯
金
、
賃

金
、
保
険
・
年
金
、
交
通
安
全

等
に
関
す
る
も
の
）
で
困
っ
て

い
る
こ
と
、
納
得
の
い
か
な
い

こ
と
な
ど
の
苦
情
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
（
例
え
ば
道
路
や
窓
口
の

案
内
標
識
の
整
備
、
申
請
手
続

き
等
の
簡
素
化
等
）
の
改
善
に

関
す
る
意
見
・
要
望
を
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
行
政
相
談
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
開
設
日

平
成
十
七
年
十
月
二
十
一
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時

◇
場
　
所

蓬
田
村
中
央
公
民
館

◇
相
談
委
員
の
森
清
秀
さ
ん
と

青
森
行
政
評
価
事
務
所
職
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

・
森
　
清
秀
（
阿
弥
陀
川
）

昔
２
７
－

３
０
９
７

・
蓬
田
村
役
場
総
務
課
行
政
班

ａ

２
７
ｊ
2
1
1
1

保
護
司
募
集
に
つ
い
て

蓬
田
村
で
は
、
村
（
中
沢
・

長
科
・
阿
弥
陀
川
・
蓬
田
）
担

当
の
保
護
司
を
募
集
し
て
い
ま

す
。保
護
司
は
、
保
護
司
法
に
基

づ
き
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
非
常
勤
の
国
家
公
務
員

（
本
質
的
に
は
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
で
す
。
保
護
観
察
官

（
更
正
保
護
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
に
基
づ
い
て
、
保
護
観

察
の
実
施
な
ど
に
当
た
る
国
家

公
務
員
）
と
協
力
し
て
活
動
し

ま
す
。
身
分
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

す
る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
と

な
る
た
め
、
事
前
の
審
査
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

蓬
田
村
役
場
　
住
民
生
活
課

昔
２
７
－
2
1
1
1

漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
を

テ
ス
ト
し
ま
し
よ
う

最
近
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
お

宅
に
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
が
取
り

付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
屋
内
配
線
や
洗
濯
機
な
ど

の
電
気
機
器
が
万
一
漏
電
し
た

と
き
に
、
電
気
を
自
動
的
に
止

め
て
感
電
や
電
気
火
災
な
ど
の

災
害
を
防
止
す
る
大
切
な
役
目

を
は
た
し
ま
す
。

毎
月
１
回
は
テ
ス
ト
ボ
タ
ン

押
し
て
漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
が
実

際
に
動
作
す
る
か
ど
う
か
確
か

め
て
下
さ
い
。

単
三
方
式
で
受
電
の
お
客
さ

ま
に
は
、
中
性
線
欠
相
保
護
付

漏
電
ブ
レ
ー
カ
ー
の
取
り
付
け

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

Ｉ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
内
蔵
機
器

や
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
な
ど
は
、

デ
ー
タ
が
消
え
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
使
用
中
の
機
器

を
確
認
の
う
え
、
テ
ス
ト
し
ま

お知らせ情報局　8

里
親
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど

添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す

秋
の
行
政
相
談
所
を
開
設



青
森
県
最
低
賃
金
は
、
1
0月

１
日
か
ら
時
間
額
で
六
〇
八
円

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
制
度
は
、
「
最
低

賃
金
法
」
に
冓
づ
き
国
が
賃
金

の
最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者

は
最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
で

労
働
者
を
働
か
せ
て
は
な
ら
な

い
と
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
青
森
県
最
低
賃
金

は
、
産
業
別
最
低
賃
金
（
４
業

種
）
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
を

除
き
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
（
常
用
、
臨
時
、
パ
ー

ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
問
わ
な

い
）
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

使
用
者
は
最
低
賃
金
に
つ
い

て
常
時
見
や
す
い
場
所
に
掲
示

を
す
る
か
、
そ
の
他
の
方
法
で

労
働
者
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

青
森
労
働
局
　
賃
金
室

昔
０
１
７
－
７
３
４
－
4
1
1
4

社会保険庁は、これまで一人一つの基礎年金番号を導入し、被保険者の届出漏れの防止や年金

相談などを行ってきたところです。

この度、さらなる行政サービスの向上に向けて、蓬田村と青森社会保険事務所が協力・連携し

国民年金及び厚生年金の加入記録の確認・整備を実施することとしました。

・目的　裁定請求書の事前送付、年金加入記録のお知らせなどを実施するために必要な基礎年金

番号での正確な記録監理を行う

・対象　20 ～57 歳までの基礎年金番号などを複数お持ちの方

・方法　該当者に照会票を送付

・期間　平成1「ｱ年10 月～11 月

照会票が送付されました方は、必ず回答＜ださるようお願いいたします。

なお、整備が終了しましたら、20 ～57 歳の方（共済年金のみ加入の方を除＜）に社会保険事

務所から「年令加入記録のお知らせ｜をお届けする予定です。

10月行事予定表

お知らせ情報局／国民年金及び厚生年金の加入記録の整備／10 月行事予定表

最
低
賃
金
が改正
さ
れ
ま
し
た

問い合わせ　　青森社会保険事務所

昔　017-734-7490

国民年金及び厚生年金の加入記録の整備を実施します

開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　所 時　　間 担　　当

10/3 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 教 育 委 員 会

そば打ち研鑚会 ふるさと総合センター 17 : 00 そば打ち研究会

５ 水 陶芸教室 ク 9 :00 教 育 委 員 会

12 水 陶芸教室 ク 9 :00 ク

15～16 土・日 蓬中祭 蓬　田　 中　学　校 9 :00 蓬 田 中 学 校

16 日 そば打ち研鑚会 々 10 : 00 そば打ち研究会

17 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 教 育 委 員 会

19 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 々

22 土 学習発表会 蓬　田　小　 学　校 8 :45 蓬 田 小 学 校

24 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 教 育 委 員 会

26 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 ク

31 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 々
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戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

８月31日現在 前月比

総人口　3,481人　（－9 ）

男　　1,647人　（-5 ）

女　　1,834人　（-4 ）

世帯数　凵06 世帯（+1 ）

川崎　葉月

ご結婚おめでとうございます

（ 坂本　勇士　　 （中　　沢）
福士佳代子　　 （板 柳 町）

川内　チギ（阿弥陀川　81歳）

中川　政治（郷　　 沢　80歳）

福田　富雄（郷　　沢　75 歳）

田中　勇三（瀬 辺 地　89歳）

久慈　友子（瀬 辺 地　61歳）

今月の納税

10 月 は、平成17年度

村・県民税 第３期分

国民健康保険税第４期分

の納期です。

しつけは、とっても大切な事です。

親として、きちんとしつけなければという気持ちは

いつも 心を離れませんよ ね。

でも、日常生活の忙しさの中、子育てのイライラや

ストレ スからつい感情的に叱ってしまい「しまった！」

と後悔することありませんか？

それは、しつけと違うんだからと分かってはいるんですが…。

そこで今回は 叱り方”を考えてみましょう。

まず叱る前に、ちょっと深呼吸して自分の気持ちを落ち着かせて

みましょう。そして叱られる側の子どもの顔をみてみましよう。

｢今、ここでこう言ったら、子どもはどう感じるだろう｣

｢今、ここでこう話したら、子どもはどう受けとめるだろう｣

そのひと呼吸をおくことで、違う言葉の

かけ方が見つかるかもしれません。

開設日時　　毎週月・木曜日（祝日を除く）　１０時～１６時

TEL　01  74-31 －３１ １ １

メール　yomo-ks2@net.pref.aomori.jp

戸籍の窓口／傘松川柳同好会　10

「早くしなさい！」

「何回言ったらわかるの！」

「なんで言うこと聞けないの！」

子どものやる気を否定する、これらの言葉を

少なくしたら、子ども達はもっと自信を持つ

かもしれませんね。

◇ 感情にまかせて叱ることとしつけとは違う ◇

子育てサポートセンターだより

平 成17 年10 月 発 行　 通 巻354 号

編 集 発 行　 蓬 田 村 総 務 課 企 画 班

〒030-1211

青 森 県 東 津 軽 郡 蓬 田 村 蓬 田 汐 越1 －3

TEL　0174-27-2111

FAX  0174-27-3255

http://ｗｗｗ.net.pref.aｏｍｏrj.jp/yomogita/

印 刷 ： 青 森 コ ロ ニ ー 印 刷

広報よもぎた

おくやみ申し上げま霓

８月受付分

お誕生おめでとうございます
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松
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同
好
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久
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長女
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